
高梁市議会だより　第20号　 14

　昔と変わらぬ趣をたたえる郷土資料館。子どもの頃、小学校
の遠足で初めて訪れた記憶がよみがえります。今回の表紙を飾っ
ていただいたのは、岡山県立高梁城南高等学校デザイン科２
年生の湯浅友香さんの作品です。製作上のポイントは、屋根の
線。「直線が多いのでラインに気を使いました」と話して下さいま
した。その言葉の通り、精緻に描かれています。
　郷土資料は、高梁市の歴史と伝統の源。そのより所として大
切に残していきたいものです。

高梁城南高等学校×
高梁市議会
コラボレート第３弾！
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　議会だよりは、少しでも多くの人に議会や市政に興味を持って
いただくために、税金を使って発行しています。決して議員の自
己満足で終わらないよう、日々 内容を研鑽していきたいと思ってい
ますので、もっとこうして欲しい、ここはおかしいという声をいつで
もお待ちしております。次回からは委員会のメンバーが入れ替わり
ますが、よりよい広報紙のために怠りなく努力は継続していきたい
と思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石井聡美）

玉川橋（高梁市玉川町玉・松山）
　玉川橋は、1934 年（昭和 9年）
に西日本を襲った室戸台風で流れ
た橋を架け直す室戸台風復興橋梁
の1つとして、1936年（昭和11年）
に架けられました。現在は３連のト
ラス橋ですが、室戸台風の時には
トラス構造は１連だけで、あとは木
造でした。この木造部分が台風で
流され、現在の形になりました。し
かし幅が狭く交通の障害となるた
め隣に新橋が建設され、この10月
から撤去工事が始まり、再来年の
春先には姿を消します。橋はなく
なっても、その歴史は語り伝えたい
ものです。
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玉	川	橋

昭和４年当時の玉川橋 竣工式の様子


